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てんかん病態の発作機序の解明

　てんかん患者は日本全国におよそ 100 万人いるとされており、子供に多い
疾患ですが、高齢化社会のため脳疾患による高齢者の発症も増えてきており
ます。既存薬の服用や、発作源の脳を切除することにより、発作をある程度抑
制することは可能ですが、抑制が難しい難治性てんかんの方も存在します。
我々はてんかんの動物モデルの作製し、それらの脳からてんかんの発生機序
や、薬剤について研究することにより難治性てんかんの解明に取り組んでお
ります。

研究内容

動物モデルによる発作原生の解明

　てんかん抑制への新たなアプローチのため、新規に構築した動物モデルを
作製し、既存薬の薬効機序、神経活動制御装置の開発に取り組んでおります。
また発作焦点を有した動物モデルに対し、光による視覚刺激がトリガーとな
り、てんかんの発作行動を引き起こす動物モデルの作製に挑戦し、よりヒト
の発作形態に近いてんかん研究を進めています。

シーズ・地域連携テーマ例
■ てんかん動物モデルを用いた病態生理学的研究
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1. 視覚刺激による脳波の周波数解析

2. Iba-1染色によるミクログリア 3. ゴルジ染色による神経細胞
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